
カエル！生活保護～自立と共生による就労支援～
チーム共に生きる：森川 毅、守山 愛美、吉牟田 聡子、渡辺 孝太郎

生活保護の現状 行政と民間による就労支援

「包括的かつ組織横断的な伴走型支援モデル」 

保護管理室

東 西 中央 北南

各区保護課

福祉課
保健こども課

こころの健康センター
発達障がい支援センター

産業政策課
男女共生推進室

・・・

情報共有と意識の醸成
・ケースワーカー同士のコミュニケーションの場

・支援メニューの研究
・ロールモデルの紹介

・就労支援に関する広報誌
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協働
・就労意欲向上プログラム
・生活支援プログラム
・就労セミナープログラム
・・・
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行政 民間組織

被保護者

自立と共生による支援
被保護者が尊厳を持ち続けられる支援

組織的な情報共有に「カエル！」
ケースワーカーの意識を「カエル！」

組織横断的な連携に「カエル！」

・増える生活保護
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・その他の世帯の急増

・行政による就労支援
就労支援の現状
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他の関係機関の支援制度の認知度

知らない, 22

知っている, 5

・民間による就労支援

課題
①個々のケースワーカーのみの関係性
　による支援
②被保護者の複雑性
③就労支援情報の少なさ
④庁内・民間等との連携の弱さ

経済的自立に偏った支援

行政では手が届かない生活支援
ロールモデルの共有
世代横断的視点に立った支援稼動年齢層の就労支援が喫緊の課題！！
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H１３比

高齢者世帯 3,443 4,346 126%

疾病・障害者世帯 2,273 3,784 166%

母子世帯 471 635 135%

その他の世帯 309 1,048 339%

合計 6,496 9,813 151%

世帯類型 H１３ H２２


